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地球環境問題は、人類の将来を決
める
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① 地球大気中の炭酸ガスの増
加は先進国が放出してきたも

の。対策は「専ら先進
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ネルギーヘの進出が報じられている。
一方、勘違いしてならないのは、気候変動の要因は、炭酸ガスだけではなく、例
えば、人類がその増加とあいまつて「肉食動物化」したためのメタンガスなどの増
加―一昨年末FAOの発表では「その影響は自動車の炭酸ガスに等しくなつている」と
いう、 日●問題は糞 :つまり事ほど左様に、「現代物質文明のあり方」に投げかけら
れる課題が多いことを忘れてはならない。と言うことは、間違えば「文明の衝突」ど
ころでは済まないのである。 (精神文明との関連はもつと深刻に思えるが、次回以

降で ロロ・)
また真近の問題一つを取つても、「当分の間、新興国の需要増加が世界経済回復
の命綱」だとすれば、その分さらに、「先進国がもっと削減」と言う理屈にもなる。

② 被害と原因の実態をめぐって 一新たな国際憲章乃至国際裁判所を

海面上昇で陸地が住めなくなるような比較的はっきりしているものは、もし定量化

できれば、これらの住民は明白な「難民」であり、国際社会は当然、修復工事なり

移住 して貰うなり適切に対処すべきであろう。     ´
難 しいのは、「何が被害か」は自明でない場合が少なくないことだ。環境の「変

化」と「被害」は、「主体」が違えば正反対の評価になるケースも多い。さきにア

イスラン ドの水層減退で鉱山開発ラッシユが起きていると言うニュースを紹介 した

が、北極グマの「嘆き」をどう考えるか 口・ ロロ。
(つづく)
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